
江
戸

日lJ

期
に
お
け
る
信
州
酒
停
止
願
に
つ

い

て

は
じ
め
に

慶
安
二
年

（
一
六
四
九
）
の
二
月
二
六
日
、
江
戸
幕
府
か
ら
諸
国
の
郷
村

ヘ

布
達
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る

「
慶
安
の
御
触
書
」
は
、
勧
農
を
は
じ
め
と
し
て
農
民

生
活
の
細
部
に
い
た
る
ま
で
を
規
制
す
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
全
三
二
か
条
の

中
に
は
、

「
酒

・
茶
買
ひ
、
の
み
申
間
敷
候
、
妻
子
同
前
の
事
」
と
か
、

「
た

は
粉
の
み
申
間
敷
候
、
是
は
食
に
も
な
ら
ず
、
結
旬
、
以
来
煩
に
な
る
も
の
に

候
、
其
上
際

（
ひ
ま
）
も
か
け
、
代
物

（
だ
い
も

つ
）
も
入
り
、
火
の
用
心
も

悪
敷
候
、
万
事
に
損
な
る
も
の
に
侯
事
」
な
ど
と
い
う
条
文
も
あ

っ
た
。
煙
草

の
消
費
と
作
付
の
禁
止
や
、
倹
約
の
た
め
に
嗜

（
し
）
好
品
な
ど
を
慎
む
べ
き

こ
と
を
命
ず
る
法
令
は
、
右
の
触
よ
り
以
前
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

は
主
に
代
官
に
対
す
る
訓
令
で
あ
り
、
直
接
農
民
に
向
か

っ
て
説
示
し
た
の
は

慶
安
の
御
触
書
が
最
初
で
あ
る
。
後
年
に
な
る
と
、
村
極
め
な
ど
で
酒
や
煙
草

の
乱
用
を
戒
め
る
が
、
そ
れ
ら
を
た
し
な
む
習
慣
に
は
規
則
や
教
訓
で
は
止
め

ら
れ
な
い
微
妙
さ
が
あ

っ
て
、
な
か
な
か
守
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
い
っ

ば
う
支
配
者
側
と
し
て
は
、
勤
倹
節
約
に
よ
る
生
活
の
安
定
を
奨
励
す
る
と
と

も
に
、
五
穀
栽
培
用
の
耕
地
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
煙
草
の
作
付
制
限
な
い

手

寿

男

し
禁
上
が
必
要
で
あ
り
、
食
糧
確
保
の
見
地
か
ら
は
酒
造
米
の
制
限
を
も
必
要

と
し
た
。
煙
草
に
関
し
て
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
、
本
稿
で
は
江
戸

前
期
に
お
け
る
幕
府
に
よ
る
酒
造
制
限
令
、
そ
の
た
め
に
お
こ
っ
た
甲
州
酒
の

払
底
と
信
州
酒
の
流
入
に
対
し
、
甲
府
藩
及
び
酒
造
業
者
が
と
っ
た
措
置
な
ど

を
考
察
し
て
み
た
い
。

前
期
に
お
け
る
酒
造
制
限
令

『
甲
斐
国
歴
代
譜
』
に
よ
る
と
、
寛
永

一
人
巳
年

（
一
六
四

一
）
の
一
〇
月

か
ら
翌
春
に
か
け
て
度
々
大
雪
が
降

っ
た
た
め
、
麦
の
植
え
付
け
が
で
き
兼
ね
、

蒔
き
付
け
た
分
も
春
ま
で
に
は
雪
の
中
で
腐

っ
て
し
ま
い
、
夏
に
な
る
と
麦
が

甲
金

一
朱
で
六
、
七
升
し
か
買
え
な
い
ほ
ど
に
暴
騰
し
、

「
人
数
多
く
死
ぬ
、

こ
れ
を
巳
年
の
飢
え
死
と
い
ふ
也
」
の
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
寛
永
の
飢
饉
は

甲
府
だ
け
で
な
く
全
国
的
な
も
の
で
、
徳
川
実
紀
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
幕
府
は
応
急
の
救
済
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、　
一
九
年
五
月
代
官

に
対
し
て
、
五
穀
の
浪
費
禁
止
を
は
じ
め
諸
事
倹
約
に
関
す
る

一
一
か
条
の
触

を
布
達
し
、
そ
の
第
二
条
で
は
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る

（御
触
書
寛
保
集
成

一
三
〇
八
号
、
以
下
本
節
で
用
い
る
法
令
は
同
集
成
に
よ
る
）
。
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一
　

当
年
よ
り
在

々
に
て
酒
造
り
申
間
敷
候
、
但
通
の
町
は
各
別
、
並
び
に

通
の
者
計
り
酒
売
候
て
、
在

々
百
姓
に
売
申
間
敷
候
、
若
売
申
に
お
い
て

は
、
酒
道
具
不
残
取
可
申
事

江
戸
時
代
に
お
け
る
酒
造
制
限
令
は
こ
れ
が
初
見
と
さ
れ
て
い
る
が
、
飢
饉

対
策
と
し
て
は
臨
時
法
の
域
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
明
暦
三
年

（
一
六
五
七
）

一
月
に
は
江
戸
城
本
丸
ま
で
院
い
た
大
火

（振
袖
火
事
）
が
起

こ
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
米
価
が
騰
貴
す
る
と
、
復
興
を
急
務
と
す
る
幕
府

は
翌
万
治
元
年

（
一
六
五
八
）

一
二
月
、
去
年
来
耕
作
損
亡
の
所
が
あ
る
こ
と

と
、
材
木
の
山
出
し
に
米
金
の
費
え
が
多
額
に
か
か
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

名
酒
産
地
を
中
心
と
す
る
地
に
対
し
、
当
年
及
び
来
年
の
酒
造
を
例
年
の
半
分

と
す
る
と
同
時
に
、
新
規
の
酒
屋
を
禁
止
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
同
三
年
八
月

に
は
右
の
半
減
令
を
継
続
す
る
い
っ
ぼ
う
、
代
官

・
領
主
を
通
じ
て
明
暦
三
年

の
酒
造
米
高
を
調
査
し
た
が
、
こ
の
と
き
も
ま
だ
全
国
を
対
象
と
し
た
も
の
で

は
な
か

っ
た
。
寛
文
六
年

（
一
六
六
六
）

一
一
月
の
半
減
令
で
も
、
調
査
地
は

前
と
同
じ
く
江
戸

・
京
都

。
大
坂

・
堺
そ
の
他
だ
け
で
あ

っ
た
が
、
翌
七
年
三

月
発
せ
ら
れ
た
左
の
触
は
、
は
じ
め
て
幕
府
が
全
国
の
酒
造
米
高
を
掌
握
す
る

画
期
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。

一　

諸
国
在
々
所

々
に
お
い
て
酒
造
の
儀
、
去
年

一
一
月
七
日
相
触
の
趣
ま

も
り
、
重
て
被
仰
出
有
之
迄
は
、
何
ケ
年
も
減
少
た
る

へ
き
事

一
　

於
面
々
領
内
、
酒
屋
何
ケ
所
有
之
て
八
木

（
米
）
何
程
酒
に
造
候
哉
、

巳
午

（寛
文
五
、
六
）
両
年
の
分
書
注
、
可
被
差
上
の
事

一
　

（略
）

幕
府
は
第
二
条
に
よ
る
全
国
調
査

の
結
果
に
基
づ
い
て
、
寛
文
五
年
の
醸
造

高
を
も

っ
て
酒
造
制
限
の
基
準
と
定
め
、
第

一
条
の
よ
う
に

「
何
ケ
年
も
減
少
」

す
る
こ
と
に
踏
み
切

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
寛
文
七
年
か
ら

一
〇
年
ま
で
は
基
準

年
の
酒
造
米
高
の
四
分
の

一
、　
一
一
年
か
ら
延
宝
七
年

（
一
七
七
九
）
ま
で
は

基
準
年
の
人
分
の
一
、
翌
八
年
は
基
準
年
の
一
六
分
の
一
、
天
和
元
年

（
一
六

八

一
）
と
次
の
年
は
基
準
年
の
三
三
分
の
一
に
ま
で
制
限
を
強
化
し
た
が
、
同

三
年
八
月
に
は
延
宝
七
年
の
線

（基
準
年
の
八
分
の
一
）
に
ま
で
緩
和
し
た
。

そ
の
後
元
禄
九
年

（
一
六
九
六
）
八
月
に
出
さ
れ
た
触
を
見
る
と
、
酒
に
酔
う

と
心
な
ら
ず
も
不
属
の
こ
と
を
す
る
者
が
あ
る
の
で
、
か
ね
て
か
ら
大
酒
を
禁

じ
て
い
る
が
、
他
人
に
酒
を
出
す
の
を
慎
し
み
、
強

（
し
）
い
る
こ
と
を
止
め

る
よ
う
に
と
諭
し
、

「
酒
狂
の
者
有
之
候
は
ば
、
酒
給

（
た
べ
）
さ
せ
候
も
可

為
越
度
事
」
と
定
め
、
酒
商
売
も
次
第
に
減
少
さ
せ
る
よ
う
に
と
し
て
い
る
。

翌

一
〇
年

一
一
月
か
ら
は
酒
の
消
費
抑
制
を
は
か

っ
て
造
酒
屋
に
酒
運
上
を
課

し
、
運
上
銀
は
そ
れ
ぞ
れ
の
領
主
に
納
付
す
る
こ
と
と
し
た
。
後
に
新
井
白
石

が
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
幕
府

へ
納
入
し
た
酒
運
上
は
年
間
六
、
○
○
○
両
あ

っ

た
と
い
う
が
、
宝
永
六
年

（
一
七
〇
九
）
将
軍
綱
吉
が
死
ん
で
間
も
な
い
二
月

に
は
廃
止
さ
れ
た
。
酒
造
制
限
の
面
で
は
、
元
禄

一
二
年

（
一
六
九
九
）
に
は

一
一
年
の
三
分
の
一
造
り
、　
一
四
年
に
は

一
一
年
の
五
分
の
一
造
り
を
命
じ
た

後
、　
一
五
年
三
月
に
は
、
天
領
は
代
官
、
町
方
は
其
所
の
奉
行
人
、
私
領
は
地

頭
に
そ
れ
ぞ
れ
領
内
の
丑
寅

（
元
禄

一
〇
、　
一
こ

両
年
分
の
酒
造
米
の
員
数

を
調
査
報
告
さ
せ
た
が
、
寛
文
七
年
の
全
国
調
査
よ
り
も
い
っ
そ
う
厳
密
で
、

次
の
よ
う
な
但
し
書
が
付
さ
れ
て
い
る

（読
み
下
し
）
。

丑
年
寅
年
の
酒
造
米
員
数
相
知
れ
ざ
る
所
々
は
、
い
ず
れ
の
年
な
り
と
も

相
知
れ
次
第
書
き
付
け
申
す
べ
く
侯
、
右
両
年
以
後
造
酒
相
止
め
侯
者
こ

れ
有
り
候
と
も
、
酒
造
米
の
員
数
は
書
き
出
し
申
す
べ
く
候
、
跡
々
の
酒

造
米
書
付
こ
れ
を
取
り
、
其
の
上
に
て
当
年
酒
造
米
の
分
量
き
ま
り
侯
の

間
、
有
体
書
き
付
け
申
す
べ
き
旨
、
酒
造
り
候
者
共

へ
入
念
申
し
聞
か
せ
、

相
違
無
き
様
に
吟
味
致
さ
れ
、
当
五
月
中
迄
の
内
出
来
次
第
少
し
も
早
く



差
し
出
さ
る
べ
く
候

（下
略
）

右
の
調
査
結
果
に
よ

っ
て
、
元
禄

一
〇
年
の
酒
造
米
高
が
以
後
の
酒
造
制
限

基
準
と
定
め
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
寛
文
時
の
基
準
高
に
対
し
て
元
禄
調
高
又

は

「
元
禄
十
五
年
之
定
数
」
と
い
う
。
そ
し
て
宝
永
五
年

（
一
七
〇
八
）
ま
で

の
七
年
間
、
こ
の
定
数
の
五
分
の

一
造
り
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
翌
年
春
酒
運

上
は
廃
止
に
な
る
が
、
そ
れ
以
前
に
は
運
上
分
が
酒
価
に
上
乗
せ
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し

一
般
的
な
物
価
騰
貴
に
よ

っ
て
、
運
上
が

廃
止
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
格
別
酒
価
が
下
値
に
も
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
幕

府
は
酒
造
制
限
の
建
前
を

一
応
維
持
し
な
が
ら
も
、
正
徳
五
年

（
一
七

一
五
）

に
は
米
の
豊
作
を
理
由
と
し
て
元
禄
調
高
の
三
分
の
一
（
一
説
に
は
三
分
の
一
）

造
り
を
許
す
と
し
、
以
後
酒
造
制
限
は
米
価
の
下
落
も
あ

っ
て
放
任
の
方
向
を

た
ど
る
よ
う
に
な

っ
た
。

信
州
酒
の
甲
府

へ
の
流
入

寛
文
元
年

（
一
六
六

一
）
か
ら
は
じ
ま
る
甲
府
家
支
配
の
時
代
は
、
前
節
で

見
た
よ
う
な
幕
府
に
よ
る
酒
造
制
限
が
厳
し
く
行
わ
れ
た
時
期
に
当
た

っ
て
い

る
が
、
甲
府
町
方
に
対
す
る
そ
の
影
響
に
つ
い
て
の
史
料
と
し
て
は
、　
一
連
の

「
信
州
酒
停
止
願
書
並
酒
商
売
書
付
」

（
山
梨
県
立
図
書
館
編
刊

『
甲
州
文
庫

史
料
第
二
巻
甲
府
株
仲
間
編
』
所
収
）
が
あ
る
の
で
、
以
下
の
考
察
は
特
記
し

な
い
限
り
そ
れ
に
よ
り
、
引
用
す
る
文
書
は
便
宜
上
す
べ
て
書
き
下
し
に
改
め

る
こ
と
と
す
る
。
最
初
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
次
の

「
寛
文
九
年
　
領
分

中

へ
信
州
酒
付
入
差
留
訴
書
」
で
あ
る
。

御
訴
訟

一
　

恐
れ
な
が
ら
申
し
上
ぐ
る
其
の
趣
は
、
酒
造
り
申
す
儀
去
る
巳
の
年
の

石
高
四
か

一
造
り
申
す
様
に
と
御
法
度
仰
せ
付
け
ら
れ
候
間
、
其
の
通
り

堅
く
相
守
り
四
か

一
造
り
申
し
候
故
、
甲
府
酒
屋
中
世
渡
り
致
し
兼
ね
申

し
候
、
近
年
は
信
州
領
よ
り
酒
少
し
ず

つ
入
り
申
し
候
処
に
、
当
年
は
大

分
に
信
州
酒
付
け
入
り
御
当
地
に
て
商
売
仕
り
候
故
、
惣
酒
屋
中
迷
惑
仕

り
候
、
甲
州
酒
の
儀
例
年
は
駿
州

へ
大
分
払
い
来
た
り
申
し
候
所
に
、
当

年
は
甲
州
酒
駿
州

へ
一
切
入
れ
申
さ
ず
候
に
付
き
、
甲
府
に
て
四
か

一
造

り
申
し
候
酒
払
い
兼
ね
、
惣
酒
屋
共
い
よ
い
よ
世
渡
り
仕
る
べ
き
様
御
座

無
く
侯
間
、
信
州
よ
り
商
売
酒
御
領
分
中

へ
付
け
入
れ
申
さ
ず
候
様
に
、

仰
せ
付
け
な
さ
れ
下
さ
れ
候
は
ば
有
り
難
く
存
じ
奉
る
べ
く
候
、
以
上

寛
文
九
年
酉
十
月
十
日

坂
田
与

一
左
衛
門

秋
山
　
一号
左
衛
門

渋
江
　
五
左
衛
門

新
保
　
佐
右
衛
門

甲
府
町
上
下
惣

酒

屋

中

御
奉
行
様

寛
文
の
初
め
、
従
来
の
検
断
が
町
年
寄
と
改
称
さ
れ
、
定
員
も
三
人
か
ら
五

人
に
改
め
ら
れ
た

（
『
甲
府
略
志
』
）
が
、
右
の
訴
訟
人
の
う
ち
有
姓
の
四
人

が
当
時
の
町
年
寄
で
あ
り
、
宛
名
の
町
奉
行
は
、
竹
川
監
物
経
秀
と
渡
辺
弥
兵

衛
定
俊
両
名
の
と
き
に
当
た

っ
て
い
る
。
去
る
巳
の
年
と
い
う
の
は
酒
造
制
限

基
準
年
の
寛
文
五
年
で
あ
り
、
出
訴
し
た
寛
文
九
年
は
基
準
年
の
四
分
の
一
に

制
限
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
守

っ
た
甲
府
の
酒
造
業
者
は
渡
世
し
兼
ね
る

状
態
に
あ

っ
た
と
い
う
。
い
ま
ま
で
信
州
酒
の
流
入
は
わ
ず
か
で
あ

っ
た
が
、

今
年
は
大
量
に
馬
背
で
付
け
入

っ
て
商
売
し
、
い
っ
ぼ
う
例
年
行
わ
れ
て
い
た

甲
州
酒
の
駿
州

へ
の
移
出
が
止

っ
た
た
め
、
甲
府
で
は
基
準
の
四
分
の
一
造

っ



た
酒
が
滞
貨
し
て
経
営
が
な
り
立
た
な
い
の
で
、
何
卒
信
州
酒
の
付
け
入
り
を

停
止
し
て
頂
き
た
い
と
い
う
の
が
願
意
で
あ
る
。

右
の
訴
書
に
対
し
て
甲
府
家
が
ど
の
よ
う
な
措
置
を
と

っ
た
か
は
後
述
す
る

が
、
延
宝
三
年

（
一
六
七
五
）
八
月
に
は
新
酒
の
不
醸
造
、
同
年

一
一
月
に
は

「
酒
造
り
石
高
八
分
の
一
」
な
ど
の
断
片
的
な
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
貞
享
元
年

（
一
六
八
四
）
九
月
に
い
た
る
と
、
甲
府
中
の
惣
酒
屋
か
ら
町
奉

行

へ
二
か
条
か
ら
な
る

「
信
州
松
本
酒
領
分
中
商
売
停
止
の
訴
書
」
を
差
し
出

す
が
、
そ
の
趣
意
は
寛
文
九
年
の
と
き
よ
り
も
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

町
年
寄
に
よ
る
証
明
書
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。

第

一
条
の
は
じ
め
で
、

「
信
州
松
本
酒
大
分
御
当
地

へ
付
け
入
り
、
町
在

々

迄
広
く
商
売
仕
り
候
に
付
き
、
御
当
地
の
酒

一
円
払
い
申
す
べ
き
様
御
座
無
き

に
て
、
惣
酒
屋
共
退
転
に
及
び
迷
惑
仕
り
候
」
と
ま
ず
訴
え
て
い
る
が
、
破
産

者
に
関
す
る
町
年
寄
の

「
四
、
五
年
以
来
身
体
潰
れ
申
し
候
酒
屋
共
の
覚
」
に

は
、
柳
町
の
八
兵
衛
ほ
か
二
〇
人
の
名
が
記
載
さ
れ
、
休
業
者
に
関
す
る

「
酒

道
具
は
所
持
候
え
共
四
、
五
年
以
来
酒

一
切
造
り
申
さ
ず
候
酒
屋
の
覚
」
に
は
、

柳
町
の
甚
右
衛
門
ほ
か
三
七
人
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
惣
酒
屋
数
は
不

明
で
あ
る
が
、
合
計
五
九
人
に
も
の
ば
る
休
廃
業
者
が
出
た
の
は
容
易
な
ら
ぬ

こ
と
で
あ

っ
た
。
四
、
五
年
以
来
と
い
う
と
、
天
和
元
年
か
ら
の
寛
文
五
年
基

準
三
二
分
の
一
造
り
の
最
も
厳
し
い
時
期
か
ら
に
当
た
る
が
、
そ
の
後
制
限
が

緩
和
さ
れ
て
も
、
い
っ
た
ん
休
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
業
者
が
再
び
立
ち
直

る
こ
と
は
す
こ
ぶ
る
困
難
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
右
の
訴
願
に
は
続
け
て

「
信

州
の
儀
米
穀
下
直
の
所
に
て
御
座
候
故
、
御
当
地

へ
付
け
出
し
払
い
申
し
候
」

と
あ
る
が
、

『
甲
州
文
庫
史
料
第
三
巻
』
所
収
の

「
元
禄
二
年
信
州
米
御
談
議

二
付
御
改
手
形
写
帳
」
を
整
理
す
る
と
、
表
１
の
よ
う
に
信
州
米

（松
本

・
諏

訪

・
高
遠

・
伊
那
産
米
）
の
年
間
甲
府
移
入
高
は
ば
く
大
な
も
の
で
あ
り
、
表

２
に
雑
穀

の
移
入
高
を
あ
わ
せ
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
よ
り
少
し
時
代
の
古
い
訴
書
の
時
点
で
、

「
松
本
に
て
近
年
酒
大
分
仕

込
み
、
当
国
を
払
所

二
仕
り
、　
一
面
年
以
来
別
し
て
大
分
に
入
り
込
み
、
御
領

分

へ
毎
日
五
拾
駄

・
三
拾
駄
ず

つ
付
け
入
り
申
し
候
」
と
言

っ
て
い
る
の
も
誇

張
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
信
州
の
駄
賃
業
者
が
、
大
量
の
米
穀
輸
送
で
稼
ぐ
上

に
酒
荷
で
稼
ご
う
と
し
て
い
る
理
由
は
、
甲
府
の
酒
屋
ら
の
見
る
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
米
の
場
合
な
ら
ば

一
駄
に
つ
い
て
金
三
分
ぐ
ら
い
で
な
い
と
引
き
受
け

な
い
が
、
米
を
酒
に
し
て
送
る
と
き
は

一
駄
に
つ
き
金

一
両
ほ
ど
と
約
２
倍
の

表 1 元禄初年、信州米の産地別甲府移入高
 (年間)

産  地 侠  数 石   数 代 金

松 本 米

諏 訪 米

高 遠 米

伊 那 米

4,715

22,387

3,092

311

石  合
1,887.623

8,599.971

1,215.220

121.025

両 分   文
1,376-0永 30

5,796-1永 313

840-0永 590

70-2永 182

合 計 30,505 11,823.839 8,083-3永 115

表 2 元禄元年、信州産雑穀の甲府入荷高
(単位 :俵 )

産  地 一ユ 蕎麦 ガヽ麦 稗 合計

領

領

領

領

郡

訪

本

遠

那

久

諏

松

高

伊

佐

552

435

114

12

249

1,311

942

64

70

1,136

1,921

1,406

178

82

1.385

合 計 1,312 3,573 4,972

-113-



収
入
に
な
る
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
表
１
に
よ
る
と
松
本
米
の
甲
府

へ
の
移
入

は
諏
訪
米
の
四

・
五
分
の
一
以
下
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
距
離
の
遠

近
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
酒
に
醸
造
し
て
の
駄
送
の
方
が
有
利
で
あ

っ
た
こ
と

に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
甲
州
の
駄
賃
稼
ぎ
に
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与

え
な
か

っ
た
が
、
松
本
酒
の
流
入
に
よ

っ
て
甲
府
の
酒
造
業
が
大
き
く
打
撃
を

こ
う
む
る
こ
と
は
、
関
連
す
る
他
の
家
業
を
も
不
振
に
陥
れ
る
要
素
で
あ

っ
た
。

や
や
後
年
の
史
料
に
よ
る
と
、
造
酒
の
仕
事
は
糀
屋
や
桶
大
工
の
渡
世
の
も
と

と
な

っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
ほ
か
の
職
人
た
ち
、
あ
る
い
は
山
方
か
ら

酒
屋

へ
薪
を
切

っ
て
運
が
日
雇
い
の
者
な
ど
に
い
た
る
ま
で
、
大
勢
の
者
の
渡

世
の
道
を
奪
う
こ
と
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

領
主
に
よ
る
城
下
保
護
策
と
そ
の
限
界

貞
享
元
年
の
訴
書
の
第
二
条
に
よ
る
と
、
前
述
し
た
寛
文
九
年

（
一
六
六
九
）

の
訴
願
に
対
し
て
領
主
の
甲
府
家
は
、

「
御
当
地
酒
屋
共
退
転
仕
り
候
段
聞
こ

し
召
し
分
け
ら
れ
、
御
領
分
中
に
て
松
本
酒
宿
仕
ら
ざ
る
様
に
仰
せ
付
け
な
さ

れ
」
た
。

『
甲
斐
国
志
』
に
よ
る
と
、
諏
訪
経
由
の
甲
府

・
松
本
間
の
道
の
り

は
二
四
里
三
〇
町
あ
り
、
松
本
の
中
馬
が
酒
を
甲
府
ま
で
付
け
運
ぶ
た
め
に
は
、

途
中
に
人
馬
が
宿
泊
で
き
る
所
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
甲
府
家
は
領

内
で
の
宿
泊
を
禁
止
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
甲
府
の
酒
屋
は

「松
本
酒

一
切
付

け
入
れ
申
さ
ず
、
有
り
難
く
存
じ
奉
り
候
」
と
喜
ん
だ
。
甲
府
家
が
城
下
商
人

を
保
護
す
る
た
め
に
と

っ
た
こ
の
断
乎
た
る
措
置
は
、
し
ば
ら
く
の
間
は
効
果

を
奏
し
た
が
、
天
和
三
年

（
一
六
八
三
）
に
酒
造
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
と
、
松

本
酒
の
生
産
も
復
活
し
て
、
中
馬
に
よ
る
甲
府

へ
の
付
け
入
れ
が
甲
府
家
の
設

け
た
障
壁
を
乗
り
越
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
貞
享
元
年

（
一
六
八
四
）

に
お
け
る
再
度
の
松
本
酒
商
売
停
止
願
と
な

っ
た
の
で
あ
る
が
、
他
面
駿
州

ヘ

の
甲
府
酒
移
出
は
次
第
に
減
少
し
つ
つ
あ
り
、
同
年

一
一
月
駿
州
大
宮
町

（現

富
士
宮
市
）
の
渋
谷
七
郎
左
衛
門
か
ら
甲
府
町
年
寄
坂
田
与

一
左
衛
門
に
宛
て

た

「
酒
売
仕
切
状
之
事
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

甲
両

二
八
斗
か
へ

一
、
酒
合
三
拾
弐
構
　
　
但
壱
斗
九
升
壱
合

升
数
六
石
壱
斗
壱
升

一
合

此
代
甲
金
七
両
弐
分
弐
朱
七
分
弐
厘

同
　
替

一
、
酒
合
三
拾
弐
樽
　
　
但
壱
斗
七
升
八
合

升
数
五
石
六
斗
九
升
弐
合

此
代
七
両
壱
朱
弐
匁
七
分
六
厘

同
　
替

一
、
酒
合
弐
拾
三
樟
　
　
但
壱
斗
七
升
六
合

升
数
四
石
四
斗
四
合

此
代
五
両
弐
匁
八
分
四
厘

同
　
替

一
、
酒
合
百
弐
拾
八
博
小
柳
　
　
但
八
升
八
合

升
数
拾
壱
石
弐
斗
六
升
四
合

此
代
拾
四
両
壱
匁
八
分
四
厘

大
柳
〆
八
拾
七
標
　
小
柳
〆
百
弐
拾
八
構

升
数
〆
弐
拾
七
石
壱
斗
壱
升
弐
合

代
金
合
甲
金
三
拾
三
両
三
分
弐
朱
七
分
弐
厘

（
以
下
略
）

翌
二
年
の
仕
切
状
に
よ
る
と
、
構
数
六
四
構
、
升
数

一
一
石
五
斗
六
升
、
代

金

一
四
両
三
分

一
朱
三
分
四
厘

（甲
金

一
朱
は
銀
三
匁
）
と
著
し
く
減
少
し
て



い
る
。
大
官
町
以
外

へ
の
移
出
が
あ
る
の
か
否
か
不
明
で
あ
り
、
前
年
比
減
少

が

一
時
的
現
象
か
も
知
れ
な
い
が
、
五
九
人
に
も
の
ば
る
休
廃
業
者
が
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
お
そ
ら
く
先
細
り
傾
向
を
示
し
て
い
る
も
の
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

元
禄
年
間
に
入

っ
て
か
ら
の
信
州
酒
問
題
を
示
す
甲
府
の
史
料
を
欠
く
た
め
、

か
な
ら
ず
し
も
適
切
と
は
い
え
な
い
が
、
傍
証
と
し
て
享
保
九
年

（
一
七
二
四
）

の
八
代
郡
市
部
村
の
村
鑑
明
細
帳
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
村
は
甲
州
街
道

の
要
衝
を
な
す
石
和
宿
で
あ
る
が
、
宿
況
を
告
げ
る
部
分
の
は
じ
ま
り
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

当
村
先
規
市
場
に
御
座
候
所
中
絶
致
し
候
、
其
の
後
信
州
よ
り
米
穀

・
酒

な
ど
付
け
来
り
、
市
も
立
ち
申
す
べ
き
体
に
御
座
候
に
付
き
、
　

五
年
以

前
午
の
年

（
元
禄
十
五
年
）
平
岡
次
郎
右
衛
門
様
御
代
官
所
の
節
、
御
公

儀
様

へ
願
い
奉
り
、
先
例
の
通
り
市
場
に
仰
せ
付
け
ら
れ
…
…

古
く
か
ら
街
村
を
な
し
た
こ
の
村
に
、
武
田
信
虎
が
甲
府
を
開
く
以
前
市
立

を
認
め
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
中
絶
し
た
後
に
信
州
か

ら
米
穀
や
酒
が
多
量
に
入
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
の
は
、
先
述
し
た
寛
文
九

年

（
一
六
六
九
）
こ
ろ
信
州
の
中
馬
に
よ

っ
て
甲
府

へ
流
入
し
た
物
資
が
、
東

へ
わ
ず
か

一
里

一
九
町
の
石
和
宿

へ
も
及
ん
だ
も
の
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
代
官
平
岡
次
郎
右
衛
門
か
ら
幕
府
に
願
い
出
て
、
元
禄

一
五
年

（
一
七

〇
二
）
先
例
通
り
市
立
を
許
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
甲
府
に
お
け
る

信
州
酒
停
止
願
に
関
心
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
貞
享
元
年
の

再
願
は
い
れ
ら
れ
ず
、
信
州
産
の
米
穀
や
酒
が
ま
す
ま
す
流
れ
込
ん
で
き
た
こ

と
を
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
何

故
に
寛
文
九
年
の
障
壁
が
た
や
す
く
打
ち
破
ら
れ
た
か
、
貞
享
元
年
の
再
願
も

つ
い
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
背
景
は
何
か
を
考
察
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

周
知
の
よ
う
に
信
州
の
中
馬
は
、
江
戸
初
期
か
ら
伊
那
地
方
の
農
民
が
農
間

稼
ぎ
と
し
て
、
米

・
薪
な
ど
を
自
分
の
馬
に
付
け
て
売
り
に
出
た
と
こ
ろ
か
ら

は
じ
ま
り
、
次
第
に
普
及
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、
松
本
を
は
じ
め
ほ
と
ん
ど
信

州
全
域
に
ひ
ろ
が

っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
宿
駅
で
積
み
か
え
る

こ
と
な
く
街
道
を
付
け
通
す
た
め
に
、
宿
継
ぎ
輸
送
を
大
き
な
収
入
源
と
す
る

宿
場
の
問
屋
や
宿
馬
の
特
権
を
害
し
、
し
ば
し
ば
各
地
で
抗
争
を
ひ
き
起
こ
す

よ
う
に
な

っ
た
。
寛
文

一
三
年

（延
宝
元
年
）
四
月
に
は
信
州
伊
那
郡
小
野
村

の
百
姓
惣
代
ら
が
、
農
間
の
商
売
用
と
し
て
作

っ
た
自
分
荷
物
を
自
分
の
馬
に

付
け
て
伊
那
街
道
を
往
来
す
る
の
に
対
し
、
問
屋
共
は
荷
物
を
押
さ
え
て
通
さ

ず
、
通
る
な
ら
ば
本
駄
賃
の
半
分
を
出
す
こ
と
を
強
要
し
た
の
で
、
そ
れ
で
は

年
貢
上
納
の
足
し
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
幕
府

へ
訴
え
た
。
幕
府
は
百
姓

側
の
主
張
を
全
面
的
に
取
り
上
げ
た
の
み
な
ら
ず
、
自
分
荷
物
を

一
般
化
し
て

「
商
人
荷
物
出
所
よ
り
通
し
馬
は
其

の
通
り
た
る
べ
し
、
継
馬
の
荷
物
は
海

（街
）
道
並
み
の
駄
賃
に
て
宿
継
ぎ
こ
れ
を
通
す
べ
し
」
と
裁
許
し
た
。
こ
の

文
言
を
め
ぐ

っ
て
以
後
中
馬
と
宿
場
と
の
間
の
紛
争
が
各
地
に
展
開
す
る
が
、

結
局
宝
暦

一
〇
年

（
一
七
六
〇
）
に
お
け
る
上
下
伊
那
郡
の
大
訴
訟
に
対
し
、

明
和
元
年

（
一
七
六
四
）
に
幕
府
か
ら
裁
許
が
下

っ
て
信
州
の
中
馬
慣
行
は
最

終
的
に
公
認
さ
れ
た
。
従

っ
て
延
宝
元
年

（
一
六
七
三
）
の
裁
許
は
中
間
的
な

も
の
で
あ
る
が
、
不
明
確
さ
を
残
し
な
が
ら
も
中
馬
を
認
め
て
い
る
の
で
、
そ

の
直
前
の
寛
文
九
年

（
一
六
六
九
）
に
甲
府
家
が
領
内
で
の
中
馬
の
宿
泊
を
禁

止
す
る
と
の
令
達
を
発
し
た
の
を
、
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
前
に
引
用
し
た
享
保
九
年
の
市
部
村
明
細
帳
を
再

び
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
続

い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

廿
か
年
以
前
酉
年
（宝
永
二
年
）松
平
甲
斐
守

（美
濃
守
の
誤
り
）
様
御
領
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知
に
罷
り
成
り
、
他
国
の
米

・
酒
商
売
御
停
止
に
付
き
米
穀
付
け
来
り
申

さ
ず
、
前
々
の
如
く
市
相
立
ち
申
さ
ず
候
、
惣
じ
て
御
城
下
町
近
く
御
座

候
に
付
、
諸
商
売
不
断
御
座
無
く
候

『
常
憲
院
殿
御
実
紀
』
に
よ
る
と
、
甲
府
中
納
言
徳
川
綱
豊
が
将
軍
綱
吉
の

養
嗣
子
と
な

っ
た
の
が
宝
永
元
年

（
一
七
〇
四
）

一
二
月
五
日
、
当
時
大
老
格

で
川
越
城
主
の
松
平

（柳
沢
）
美
濃
守
吉
保
が
甲
府

へ
の
所
替
を
発
令
さ
れ
た

の
が
同
月
二

一
日
で
あ
る
が
、
吉
保
に
領
知
朱
印
状
が
下
付
さ
れ
た
の
は
翌
二

年
間
四
月

一
五
日
で
あ

っ
た
の
で
、
甲
州
に
残

っ
て
い
る
諸
文
献
に
は
、

「
宝

永
二
酉
年
美
濃
守
領
知
」
と
し
た
も
の
が
多
い
。
右
の
市
部
村
明
細
帳
で
は
柳

沢
氏
所
領
後
に
他
国
産
の
米

・
酒
の
入
荷
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
元
禄

一
五
年

に
再
興
を
許
さ
れ
た
ば
か
り
の
石
和
宿
の
市
も
閉
鎖
さ
れ
、
買
物
は
甲
府
で
行

う
よ
う
に
な

っ
て
商
売
が
成
り
立
た
な
く
な

っ
た
と
言

っ
て
い
る
が
、
後
の
寛

延
二
年
に
甲
府
の
造
酒
屋
ら
か
ら
出
さ
れ
た

「
信
州
酒
停
止
の
願
書
」
で
は
、

寛
文
年
中
に
行
わ
れ
た
停
止
令
が
い
つ
と
は
な
く
猥

（
み
だ
）
り
に
な

っ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
、
柳
沢
氏
の
領
国
を
機
に
訴
願
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、

「
御
奉

行
所
御
判
物
を
下
さ
れ
、
御
国
中
前
々
の
如
く
相
改
め
申
す
様
仰
せ
付
け
ら
れ
、

相
改
め
申
し
候
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。

『
甲
府
略
志
』
に
よ
る
と
、
宝
永

中
の
町
奉
行
は
名
倉
源
右
衛
門

・
大
橋
伝
五
右
衛
門
の
両
名
で
あ
る
が
、
出
し

た
と
い
う
判
物
は
確
認
さ
れ
ず
、

「
相
改
め
」
が
甲
府
家
時
代
の
停
止
令
の
遵

守
状
況
の
調
べ
る
意
味
か
否
か
も
断
定
は
ひ
と
ま
ず
困
難
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
古
島
敏
雄
著

『
江
戸
時
代
の
商
品
流
通
と
交
通
』

（
昭
和
三
六

年
）
に
よ
る
と
、
松
本
か
ら
諏
訪
を
経
て
甲
州

へ
送
る
中
馬
の
出
荷
物
に
は
、

米

・
大
小
豆

・
大
小
麦

。
雑
穀

の
ほ
か
、
酒

・
煙
草

・
串
柿

・
麻
布

・
油
荏

・

油
粕

・
水
菓
子
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
う
ち
酒

。
米

・
雑
穀
に
つ
い
て
は
、

宝
永
七
年

（
一
七

一
〇
）
に
甲
州

へ
の
移
入
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、

伊
那

。
諏
訪

・
松
本
の
各
村
々
が

一
緒
に
な
り
、
甲
府
役
所

へ
左
の
口
上
書
を

差
し
出
し
て
禁
制
の
廃
止
を
願

っ
た
と
い
う
。

恐
れ
な
が
ら
願
い
奉
る
口
上
の
覚

甲
府
御
城
下
並
び
に
御
領
内
に
、
先
規
よ
り
信
州
の
儀
は
中
馬
を
以
て
穀

類

・
酒
荷
物
等
付
け
送
り
商
売
仕
り
来
り
候
処
に
、
当
秋
よ
り

一
切
商
売

罷
り
成
ら
ず
、
剰

（
あ
ま
つ
さ
）
え
江
戸

・
駿
州

・
相
州

へ
通
用
の
人
馬

に
宿
を
も
貸
し
申
さ
ず
、
参
り
掛
り
候
人
馬
是
非
無
く
野
山
に
伏
し
、
飢

に
及
び
申
す
体
に
御
座
候
故
、
甲
州
通
り
江
戸
通
り
路
絶
え
迷
惑
仕
り
候
、

信
州
の
儀
は
船
辺
し
御
座
無
く
候
え
ば
、
甲
州
御
領
内
に
て
諸
色
付
け
出

し
、
古
来
よ
り
年
貢
金
納
を
初
め
渡
世
仕
り
来
り
候
所
に
、
今
度
御
領
内

に
て
穀

・
酒
等
商
売
罷
り
成
ら
ず
、
中
馬
の
通
行

一
切
相
止
め
候
て
は
、

困
窮
迷
惑
仕
る
べ
く
候
、
御
慈
悲
に
古
来
の
通
り
に
仰
せ
付
け
ら
れ
下
さ

れ
候
は
ば
有
り
難
く
存
じ
奉
り
候
、
以
上

宝
永
庚
寅
年
十
二
月

願
人
惣
代
署
名
捺
印

甲
府
御
奉
行
所御
役
人
中
様

右
書
は
こ
の
口
上
書
の
引
用
に
続
け
て
す
ぐ
、

「
右
の
願
意
は
聞
属
け
ら
れ
、

更
に
元
文

・
寛
保
の
訴
訟
を
経
て
、
後
に
明
和
の
裁
許
に
前
述
の
如
き
中
馬
出

荷
物
の
決
定
を
見
る
根
拠
と
な

っ
た
慣
行
の
成
立
を
可
能
な
ら
し
め
た
こ
と
し
、

別
の
個
所
に
お
い
て
も
こ
の
聞
き
届
け
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

宝
永
六
年
の
将
軍
綱
吉
の
死
に
伴

っ
て
柳
沢
吉
保
は
隠
居
し
、
長
子
の
甲
斐

守
吉
里
が
甲
府
藩
を
襲
封
し
て
、
翌
七
年
五
月
五
日
に
は
じ
め
て
甲
府
城

へ
入

っ

た
。
柳
沢
氏
が
信
州
中
馬
の
領
内
で
の
活
動
を
禁
止
し
た
と
い
う
の
は
、
前
掲

口
上
書
に
よ
れ
ば
ま
さ
に
こ
の
年
の
秋
で
あ
る
か
ら
、
入
封
し
た
ば
か
り
の
二
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四
歳

の
青
年
大
名
が
、
自
領
産
業
の
保
護
発
展
の
使
命
感
か
ら
発
令
し
た
も
の

と
見
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
か
つ
て
甲
府
家
が
同
様
な
禁
制
を
出
し
な
が
ら
、

ほ
ど
な
く
有
名
無
実
化
し
た

一
因
に
は
、
か
の
生
類
憐
み
の
令
の
影
響
が
な
か
っ

た
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
法
令
も
す
で
に
廃
止
さ
れ
た
後
の
吉
里
代
に
、
甲

州
街
道
を
通
る
中
馬
に
宿
を
貸
さ
な
い
た
め
、
人
馬
が
野
宿
し
て
飢
え
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
と
い
う
訴
え
が
あ

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
秋
に
公
布
し
た
ば
か
り

の
禁
制
を
す
ぐ
さ
ま
撤
回
す
る
よ
う
な
こ
と
が
、
現
実
に
果
し
て
行
わ
れ
た
か

否
か
疑
問
で
あ
る
。
さ
き
に
触
れ
た
こ
と
の
あ
る
寛
延
二
年
の
甲
府
酒
造
業
者

か
ら
の
願
書
に
、

「
其
の
後
当
御
領

（享
保
九
年
以
後
天
領
）
に
罷
り
成
り
候

以
来
遠
慮
仕
り
、
酒
屋
共
よ
り
相
改
め
申
さ
ざ
る
故
段
々
猥

（
み
だ
）
り
に
罷

り
成
り
、
今
程
は
古
来
よ
り
の
御
国
法
も
相
破

り

（欠
）
は
申
し
上
ぐ
る
に
及
ば
ず
」
と
あ
る

の
は
す
こ
が
る
説
得
的
で
あ
る
。
古
来
の
国
法

で
は
な
い
に
し
て
も
、
甲
府
家
が
定
め
た
こ
と

が
あ
り
、
柳
沢
氏
が
新
た
に
定
め
た
中
馬
禁
制

は
、
少
な
く
も
柳
沢
氏
の
在
領
中
は
維
持
さ
れ
、

そ
の
蓮
守
状
況
を
酒
屋
た
ち
が
調
べ
て
き
た
の

が
事
実
で
あ
ろ
う
。
も
し
制
定
は
し
た
が
す
ぐ

撤
回
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
吉
里
の
新
領
経
営
姿

勢
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
元

文
四
年

（
一
七
三
九
）
に
は
じ
ま
り
寛
保
元
年

（
一
七
四

一
）
に
裁
許
の
あ

っ
た
中
馬
の
訴
訟

は
、
中
馬
の
付
け
通
し
輸
送
を
認
め
た
も
の
と

し
て
意
義
が
深
い
が
、
享
保
九
年

（
一
七
二
四
）

吉
星
が
大
和
郡
山

へ
転
封
し
た
後
こ
ろ
か
ら
は
、

幕
府
内
に
中
馬
慣
行
を
容
認
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
あ
り
、
恐
ら
く
勤
番
支
配

を
通
じ
て
そ
れ
を
知

っ
た
甲
府
の
酒
屋
は
、
柳
沢
氏
の
禁
制
が
す
で
に
守
り
き

れ
な
い
の
を
悟
り
、

「
改
め
」
を
遠
慮
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
信
州
酒
こ
と
に
松
本
酒
の
甲
府

へ
の
流
入
と
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
す

る
酒
造
業
者
、
及
び
そ
の
保
護
に
当
た

っ
た
甲
府
藩
の
甲
府

・
柳
沢
両
家
の
政

策
に
つ
い
て
主
に
見
て
き
た
が
、
考
察

の
助
け
と
な
る
べ
き
江
戸
前
期
に
お
け

る
甲
府
の
酒
造
高
を
、
的
確
に
示
す
よ
う
な
え
料
に
恵
ま
れ
な
か

っ
た
の
で
、

後
年
の
数
字
で
は
あ
る
が
、
宝
暦
五
年

（
一
七
七
五
）
に
甲
府
町
年
寄
が
書
き

表 3 宝暦 5年甲府町酒造石高

米石高 町  名 屋  号 酒造者

石  升

24.00

126.43

13.41

105.12

92.08

57.60

150.00

38.16

45.00

208.80

104.40

76.56

60。 90

48.50

48.72

117.60

60.48

127.68

67.20

72.00

72.00

57.60

片 羽 町

上連雀町

魚  町
八 日 町

山 田 町

上一条町

和田平町

竪近習町

竪  町
新紺屋町

町初, 成 鳴 屋

大 黒 屋

富士井屋

竹 野 屋

藤 井 屋

佐 渡 屋

富士井屋

丸  屋
平 田 屋

富士井屋

藤 井 屋

千 鳥 屋

井 戸 屋

井 筒 屋

竹原田屋

万  屋
万  屋
九  屋
竹原田屋

井 筒 屋

奈 良 屋

津 軽 屋

次 郎 兵 衛

与五右衛門

次 兵 衛
二郎右衛門

藤 右 衛 門

十郎左衛円

二 郎 兵 衛

徳 右 衛 門

十 兵 衛
又 兵 衛

衛丘〈武

権

死 七

平 兵 衛
吉 右 衛 門

兵 十 郎
十 左 衛 門

十 郎 兵 衛

市 兵 衛
徳 右 衛 門

伝 右 衛 門

源 兵 衛

計 1,774石 2斗 4升 22人 )
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上
げ
勤
番
支
配

へ
提
出
し
た

「
甲
府
町
酒
造
石
高
書
上
」
を
表
３
と
し
て
掲
げ

る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
に
い
た
る
ま
で
に
は
、
幕
府
か
ら
し
ば
し
ば
出
さ
れ
る

酒
造
制
限
令
や
松
本
酒
に
よ
る
圧
迫
な
ど
か
ら
、
や
む
を
え
ず
休
廃
業
に
追
い

込
ま
れ
た
業
者
も
多
く
、
半
面
新
規
に
開
業
し
た
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
書

上
の
前
年
に
は
、
元
禄

一
〇
年

（
一
六
九
七
）
高
ま
で
は
勝
手
造
り
が
許
さ
れ

る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
幾
分
な
り
と
も
参
考
資
料
に
な
り
得
る
で
あ
ろ

信
州
よ
り
も
国
上
が
狭
く
生
産
力
も
劣
る
甲
州
は
、
甲
府
市
場
を
通
じ
て
諏

訪

。
松
本

・
伊
那

・
高
遠

・
佐
久
な
ど
か
ら
米

・
雑
穀

・
酒
を
は
じ
め
諸
色
を

移
入
す
る
宿
命
に
置
か
れ
て
い
た
。
酒
は
史
料
上
で
は
松
本
酒
の
み
で
あ
る
が
、

移
入
物
資
は
す
べ
て
信
州
の
中
馬
に
よ

っ
て
運
び
込
ま
れ
、
中
馬
は
な
お
甲
州

産
品
の
商
売
に
ま
で
手
を
の
ば
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
も
当
然
中
馬
に
触
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
中
馬
の
研
究
は
目
的
外
で
あ
る
の
で
、
必
要
最

少
限
度
の
言
及
に
と
ど
め
た
。
そ
し
て
中
馬
の
研
究
に
つ
い
て
も
、
そ
の
発
達

過
程
の
追
求
は
ぜ
ひ
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
広
い
視

野
か
ら
の
考
察
を
進
め
よ
う
と
自
戒
の
念
を
深
く
し
た
。

松
本
酒
の
攻
勢
に
押
さ
れ
た
甲
府
の
業
者
は
、
領
主
の
権
力
に
す
が

っ
て
保

護
を
得
よ
う
と
す
る
が
、
領
主
と
業
者
の
相
互
に
依
存
し
合
う
図
式
は
、
次
に

掲
げ
る
寛
延
二
年
の
願
書
の
一
箇
条

（
こ
の
願
書
は
欠
字
が
多
い
が
こ
の
箇
条

は
完
全
で
あ
る
）
に
左
の
よ
う
に
描
書
出
さ
れ
て
い
る
。

一　

信
州
よ
り
付
け
入
り
侯
酒
代
金
何
万
両
と
申
す
金
子
御
国
中
よ
り
抜
け

申
し
候
、
此
の
分
こ
こ
も
と
に
て
造
酒
仕
り
候
え
ば
、
御
国
の
助
成
に
罷

り
成
り
申
す
べ
し
と
恐
れ
な
が
ら
存
じ
奉
り
候

こ
の
短
い
条
文
の
中
に
は
、
藩
政
時
代
に
お
け
る
紋
切
り
型
の
保
護
策
で
あ

る
中
馬
禁
制
に
対
す
る
批
判
が
う
か
が
わ
れ
、
ま
た
他
の
条
文
で
は
、
農
民
に

馬
を
多
く
持
た
せ
る
よ
う
に
し
て
、
肥
料
を
自
給
し
な
が
ら
、
国
産
の
煙
草

・

栗

・
柿

・
卵
子

・
葡
萄

・
床
布
そ
の
他
の
商
品
を
、
積
極
的
に
江
戸

へ
付
け
出

し
て
商
売
す
べ
き
こ
と
を
建
言
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
、
寛

延
二
年

（
一
七
四
九
）
だ
か
ら
こ
そ
言
え
る
こ
と
で
あ

っ
て
、
商
品
生
産
が
発

達
し
て
い
た
と
言

っ
て
も
未
熟
さ
や
偏
り
の
強
か

っ
た
藩
政
時
代
に
は
、
中
馬

禁
圧
を
古
来
の
国
法
と
見
る
こ
と
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

（市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
）
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